
看護部 教育プログラム        令和 7 年 4 月 1 日  

 

目的：当院の職員として働く上で、地域医療を考え根拠に基づいた質の高い看護・介護が提

供できる 

看護師 

研修項目 研修内容 

医療制度の概要および病院の機能と組織の

理解 

・医療制度の概要     ・病院の機能 

・法人および施設の理念 ・組織人として

の行動理念 

医療チームの一員としての看護業務の理解 ・チームにおけるメンバーシップ、リーダ

ーシップ理論  

・コーチング、ティーチング 

・看護師に必要な基本姿勢と態度 

（接遇・医療機関で求められている倫理と

倫理的行動） 

看護業務を遂行するための知識・技術 ・業務遂行における報告・連絡・相談 

・記録業務（看護診断、看護計画） 

業務を遂行する上での必要な看護技術 ・呼吸器について 

・輸液ポンプの取り扱い 

・輸血業務 ・急変時対応 

・糖尿病看護 ・脳卒中看護 ・骨折患者看

護 ・看護必要度 ・FIM 

・認知症看護 ・身体拘束  

守秘義務、個人情報の保護 ・守秘義務、個人情報に関わる法と実際 

ACP 地域包括ケアシステム ・ACP の概論 ・意思決定支援について 

医療倫理、看護倫理 ・看護倫理 

看護業務における医療安全 ・安全管理 ＫＹＴの基本的考え方とその

意義 

 ヒヤリハットなどの事例検討 

 事故防止の基本的心構えと事故発生時の

対応 ・紛争事例の検討 

看護護業務における感染防止 ・感染症に対する標準予防策に関する知識

や技術 

（①感染経路別予防策②実施者の防護のた

めの予防策） 

・警戒すべき感染症と最近の感染症など 



 

介護士 

研修項目 内容 

医療制度の概要および病院の

機能と組織の理解 

・医療制度の概要     ・病院の機能 

・法人および施設の理念   

医療チームの一員としての介

護業務の理解 

・チームにおけるメンバーシップ、リーダーシップ 

・介護士に必要な基本姿勢と態度 

（接遇・医療機関で求められている倫理と倫理的行動） 

業務遂行のための基本的知識

と技術 

・介護士の業務内容、業務範囲 

・業務遂行における報告・連絡・相談の方法 

・介護業務の具体的な実施方法と留意点 

・コミュニケーションのとり方（認知症患者の特性とコ

ミュニケーション） 

・労働安全衛生および労働基準法の理解 

日常生活にかかわる業務 ・体位変換の基本 ・移送援助の方法 

・排泄介助 ・食事介助 ・環境整備  

・清潔ケア介助  

・認知症患者の見守りと療養環境の調整、対応 

・医療器材の洗浄・消毒・滅菌 

守秘義務、個人情報の保護 ・守秘義務、個人情報に関わる法と実際 

介護業務における医療安全 ・安全管理 ＫＹＴの基本的考え方とその意義 

 ＫＹＴの活用方法、ヒヤリハットなどの事例検討 

 事故防止の基本的心構えと事故発生時の対応 

 紛争事例の検討 

介護業務における感染防止 ・感染症に対する標準予防策に関する知識や技術 

（②感染経路別予防策②実施者の防護のための予防策） 

・警戒すべき感染症と最近の感染症など 

令和 7 年学研 e―ラーニングを導入し、自己研鑽及び研修でのシステム構築で実践してい

る。 


